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E  5 高齢 者の温熱環境適応能力に関 する実験的研究（ 第二 報）

一放射暖房 と人体反 応－

住　 居　207

奈良女 子大 学　　　 ○榎本ヒカ ル　　 久保博子　　 磯田憲生　　 梁瀬度子

jﾖi_」翁7　　 高齢者特有の温熱障害 とし て老人 性低体温症等 が報告されている。こ れは

加齢による体 温調節機能の低下か原因 とさ れるか，高齢者の体 温調節 機能低下の程度や温

熱環境へ の対 応は明確にされていない。 そこで本報では，高齢 者の快 適な温熱環境に関す

る研究1 )の一 環とし て，安全で快適な暖 房方 法を 検討するため， 放射暖房（ 電気ｶｰ ﾍﾟｯﾄ ，

ﾊﾟﾈﾙtｰﾀ）を使 用し た場合の高齢者に及ぼす影 響を 測定し ，検討した。

こ方 城吸　　 奈良 女子大学住居学科 の実物大 模型室［ 居間10 畳, エ了］ン設置）に電気ｶｰ ﾍﾟｯ

ﾄ4.9mn また はﾊﾞﾈﾙﾋｰﾀ（1.5ID* ）を設 置し実 験を 行った。被験者に 健康な高齢者男性（ 約7o

歳計8  名）を 起用し， 各放射暖房器具に冬 服着用【】clo）椅子座安静状態 で暴露し，好 まし

い温度に各自で 随時 調節させた。人体反 応として 皮膚温７点，舌下 温，熱 流量等を測定し，

温冷感，快 適感等 の申告を受けた。実験 は， 実験室入室60 分後に 暖房器具による調節を開

始し,   60分間暴露し た。

糸吉 占艮　　　①暖 房器具はそ れぞ れ最 も高く（ 最強目盛りに ）調 節さ れ， その表面温度

は電気力-ぺ，ト は約32 °C, ﾊﾟﾈﾙb-ﾀは約ibV であ った。②各暖房器 具使用 時における被験者 周

囲気温 は17 ～23 °Cで あった。③平均皮膚 温は電気力-ﾍ，゚ﾄ,ﾊﾟﾈﾙtｰﾀ使用時 共32 ～33  °Cになり，

時間経過に伴い やや上昇した。④各 部位にお ける皮膚温は，手 背，足 背の末梢部で低い も

のか多く,   30℃以 下になる場合かあっ た。 ⑤温冷感，快適感は，暖 房前「-1 やや寒い 」

「Ｏ　ど ちらで もない 」で，暖 房開始後 は「+1 やや暖かい 」「+1 やや快適」に移行した。

1） 榎 本他： 家政学会関西支部第68 回 研究発表会講演要 旨集P24.     1990

E  6
単 身 生 活 の 住 居 内 機 器 に 関 す る 考 察
一 単身赴任者の場合一

広島大教育　　岩　重　博　文

目　自勺　　今日 単身 赴任は，ご く日常的 な言葉となっているが，こ の生活形態が正常な

も のでないことは言うまでもない。し かし，こ の特異な生活形熊において少しでも快適に

過ごすため，住居学の視点より, ま ず住居内 機器および家事作業等 の調査を行う。こ れら

の調査結果をもとに， 今後の単身赴 任者の住居に常 備す べき 機器および その有効な 使用法

等の指針を得ようとするものであ る。

方‘ 七*　 調査時 期は1990 年9 月～11 月であり, 対象 者は広島県内に支店を持つ企業 の

社員とし ，ランダムに選んだうちの十数 社に( アンケート)  調 査依頼した。有効回答数　1

08件であり, 年令構成 は30 歳代17 人, io 歳 代65 人, 5o 歳代26 人であ る。また職階構成につ

いては管理職79 人，その他29 人であ る。

糸古 丿艮　　1)単身赴任者はio 歳代 と50 歳 代をあ わせて約84 ％となり. 初めて の単身生活

の場合不都合なことが多 い。2) 会社の準備し てい る寮・ 社宅 など か約62 ％であ るのに対し

民間アパート・ マン･> ョ ン利 用は約3B ％であ る。3) 留守宅と の連絡手段であ る電話 の保有

率 は直通および内線電話を 合わせ61 ％ある。4) 暖 房設 備の保有 率は約82 ％であ る。5) 娯楽

・ 情報源としてのテレビ の保有率は約93 ％できわめて高 く. 次いでラジオカ ッセト の50 ％

であ る，6) テレビ の保有率は3o 歳・40)i ・50 歳代の順に 増加し ている。7) 家 庭電化 製品を

保有率の高い順に示すと，冷蔵庫61 ％,  電気ポット39 ％, 炊 飯器36 ％, 電子レ ンジ33 ％,

ト ースター30 ％等となっている。8) 家事作業 とし て不可欠な洗濯は約90 ％の人が自 分自身

で行ってい る。


